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Abstract 
 

This study was investigated how the individual difference variable influenced on the makeup 
behavior between Japanese and Thai.  This research was conducted using a questionnaire survey 
involving 501male and female university students in Japan and Thailand (Thai male: 61, Thai 
female: 239, Japanese male: 89, Japanese female: 112).  

For the Thai male students, it became clear that makeup behavior was specified by “public-self-
consciousness” and even if only partially by “imaginal-other-consciousness”.  For the Thai female 
students, it became clear that makeup behavior was specified by “public-self-consciousness”.  For 
the Japanese male students, it became clear that makeup behavior was partially specified by 
“private-self-consciousness”, “external-other-consciousness” and “imaginal-other-consciousness”.  
For the Japanese female students, it became clear that makeup behavior was partially specified by 
“internal-other-consciousness”. 
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―― 要 旨 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
本研究は，化粧行動を自意識や他者意識がどのように規定するのかについて，日本人とタイ人で

比較検討をおこなうことが目的である．タイ人男子 61 名，タイ人女子 239 名，日本人男子 89 名，

日本人女子 112 名を対象に質問紙調査をおこなったところ，おおむねタイ人男女の化粧行動は公的

自意識が規定し，部分的ではあるものの空想的他者意識がタイ人男子の化粧行動を規定していた．

また，日本人男子の化粧行動は私的自意識，外的他者意識，空想的他者意識が部分的ではあるが規

定し，日本人女子の化粧行動は部分的に内的他者意識が規定していた． 
 

キーワード：化粧行動，自意識，他者意識，日本人，タイ人 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

 

１．はじめに 

 ひとは生きるなかで，所属する集団の成員とし

てふさわしい生活様式，行動，価値などを身につ

ける．それは化粧も同様であり，それゆえに，ひ

とは状況に応じて一定の方法で化粧をおこなう．

しかしながら，集団における生活様式，行動，価

値といったものは，その集団がどのような文化，

社会，環境に属しているかによって異なることが

推測される．この仮説にもとづき，平松 1） は日本

人とタイ人の男女を対象に化粧行動に関する比較

調査をおこない，化粧行動の構造は日本人とタイ

人の男女で共通しているものの，おこなう化粧行

動の程度に違いが認められることをあきらかにし

ている． 
どのような化粧行動をおこなうかについては，

個人が所属する特定の文化，社会，集団，また特

定他者などと関係するだけではなく，個人に固有

な特性と深いつながりがある．すなわち，日本人

とタイ人で違いが認められた，おこなう化粧行動

の程度には，日本とタイの文化や社会の違いはも

ちろんのこと，自意識などといった個人差要因（性

格特性）も関係していると推測される．個人差要

因については，これまで主に自意識や他者意識と

の関連が検討されている．それらの結果を要約す

ると，Cash & Cash 2） やMiller & Cox 3）によれば，

公的自意識の高い女子ほど，化粧の利用度や程度

が高い．松井 4） によれば，自意識にともなう外向性

と内向性によって化粧行動が相違するかという研

究において，外向性の高い女子ほどメイクアップ

化粧品利用率が高く，内向性の高い女性ほど基礎

化粧品利用率が高い．平松・牛田 5） の大学生を対象

とした研究によれば，男女共通して公的自意識の

高い者ほど，より化粧関心と化粧行動を示す．ま

た平松 6） によれば，男子の化粧行動には外的他者

意識・内的他者意識が，女子の化粧行動には外的

他者意識・内的他者意識・空想的他者意識が関係

している． 
そこで本研究では，平松 1） による日本人とタイ

人の化粧行動の実態をふまえ，自意識や他者意識

といった個人差要因が，いかに日本人とタイ人の

化粧行動を規定するかを，比較検討する． 
 
２．調査の概要 

2-1 調査の方法，調査時期，調査対象者 

バンコク都にある国立大学に通学する学生と神

戸市にある私立大学に通学する学生を対象に，質

問紙調査をおこなった． 
倫理的配慮として調査票に研究の目的，また回

答は任意であり，無記名で個人が特定されないこ

とを明記した．タイ語の質問紙は，ネイティブ・

レベルにタイ語を使用できる日本人大学院生が日

本語の質問項目をタイ語に翻訳し，作成した．使

用前に，複数のタイ人によって質問項目の等価性

を確認した． 
調査対象者はタイ人男子 61 名（平均年齢＝

20.08 歳，SD ＝1.61），タイ人女子 239 名（平均

年齢＝20.15 歳，SD ＝1.13），日本人男子 89 名

（平均年齢＝19.84 歳，SD ＝1.65），日本人女子

112 名（平均年齢＝19.41 歳，SD ＝1.23）であっ

た．なお，第 3 の性に属する学生が 19 名いたが，

分析からは除外した． 
 

2-2 調査内容 

1) 化粧行動 

 日本とタイの若者たちの化粧行動の実態を調べ

るため，平松 1）の化粧行動 20 項目を用いて，それ

ぞれの化粧行動をどのくらいの頻度でおこなうか

について，「まったくしない（1）」から「いつもし

ている（5）」までの 5 件法で回答を求めた． 
 なお，化粧がどのような行動を指すかについて

は，平松 7） が詳細にまとめている．だが，本研究で

は化粧の定義を，厚生労働省 8） が定めた医薬品医
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療機器等法における「人の身体を清潔にし，美化

し，魅力を増し，容貌を変え，又は皮膚若しくは

毛髪を健やかに保つために，身体に塗擦，散布そ

の他これらに類似する方法で使用されることが目

的とされているもので，人体に対する作用が緩和

なもの」にしたがった．そして，ファンデーショ

ン，アイシャドウ，ヘアスタイリング，化粧水，

乳液，香水，デオドラントなどを化粧として扱い，

その具体的な行動の内容を質問紙に明記した． 
タイ人と日本人の化粧行動の構造をあきらかに

するため，評定平均値をもとに主成分分析をそれ

ぞれおこなった．なお，因子の選定は，Kaiser-
Guttman による最低固有値 1.0 を基準とした．そ

の結果，タイ人と日本人の因子構造はほぼ同じ結

果であったので，タイ人と日本人をあわせて主成

分分析（Equamax 回転）をおこなったところ 4 因

子があきらかとなった．すなわち，第１因子は「唇

の保湿」「顔の保湿」などの項目が高く寄与した『ス

キンケア』（α =0.83），第 2 因子は「染髪」「アイ

メイク」などの項目が高く寄与した『メイクアッ

プ』（α =0.83），第 3 因子は「オイルコントロール」

「鼻のパック」などの項目が高く寄与した『クレ

ンジング』（α =0.81），第 4 因子は「デオドラント」

「香水」などの項目が高く寄与した『フレグラン

ス』（α =0.66）であり，簡便因子得点を算出し，分

析データとした． 
2) 自意識 

自意識とは，自分自身への注意の向けやすさに

関する性格特性である．自分の外見や他者に対す

る行動など外からみえる自己の側面に対し注意を

向ける意識の公的自意識，自分の内面や気分など

外からみえない自分の側面に注意を向ける意識の

私的自意識からなる． 
本研究では，菅原 9） の自意識尺度 21 項目を用い

て「あてはまらない（1）」から「あてはまる（5）」
までの 5 件法で得点化した．確認のため主成分分

析（Varimax 回転）をおこない，既存尺度と同じ

2 因子を得た．内的整合性および因子構造の点か

ら不適切な「自分自身の内面のことにはあまり関

心がない」「他人をみるように自分をながめてみる

ことがある」「ふと一歩離れた所から自分をながめ

てみることがある」「自分を反省してみることが多

い」「世間体など気にならない」「初対面のひとに

自分の印象を悪くしないように気づかう」「自分の

発言を他人がどう受け取ったか気になる」「ひとに

会う時，どんなふうにふるまえばいいのか気にな

る」「自分が他人にどうおもわれているのか気にな

る」をのぞいて簡便因子得点を算出し，分析デー

タとした（公的自意識：α =0.75，私的自意識：α 
=0.77）． 
3) 他者意識 

他者意識とは他者への注意，関心，意識が向け

られた状態をいい，他者への注意の向けやすさに

関する性格特性である．他者の気持ちや感情など

の内面情報を敏感にキャッチし理解しようとする

意識や関心である内的他者意識，他者の化粧や服

装などの外見にあらわれた特徴への注意や関心の

意識である外的他者意識，他者について考え空想

をめぐらせ，その空想的イメージに注意を焦点づ

け，それを追いかける意識である空想的他者意識

からなる． 
本研究では，辻 10） の他者意識尺度 15 項目を用

いて「あてはまらない（1）」から「あてはまる（5）」
までの 5 件法で得点化した．確認のため主成分分

析（Varimax 回転）をおこない，既存尺度と同じ

3 因子を得た．内的整合性および因子構造の点か

ら不適切な「表面的な他者の印象に心を奪われや

すい」をのぞいて簡便因子得点を算出し，分析デ

ータとした（内的他者意識：α =0.78，外的他者意

識：α =0.67，空想的他者意識：α =0.80）． 
4) フェイス項目 

 年齢と性別を回答させた． 
 
3．結  果 

3-1 個人差要因の男女差と国籍差 

 各個人差要因の男女と国籍による違いを検討す

るため，Scheffe による多重比較をおこなった

（Table1）． 
 その結果，私的自意識（日本人男子＜タイ人男

子：p＜.001）（日本人男子・日本人女子＜タイ人

女子：p＜.001）（日本人女子＜タイ人男子：p＜.01），
内的他者意識（日本人男子＜タイ人女子：p＜.001）
（日本人男子＜タイ人男子：p＜.01）で有意な主

効果が認められた． 
 
3-2 化粧行動を規定する個人差要因 

 日本人とタイ人の男女の化粧行動を規定する個

人差要因をあきらかにするため，男女別・国籍別

に化粧行動を目的変数とし，個人差要因の各因子

を説明変数とする重回帰分析をStepwaiseによる

変数選択法でおこなった． 
 その結果，『スキンケア』の場合（Table 2），タ

イ人男子とタイ人女子では公的自意識が正に，日

本人男子では私的自意識と外的他者意識が正に， 
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平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
公的自意識 3.43 0.77 3.42 0.67 3.31 0.61 3.49 0.83 0.98
私的自意識 3.98 0.56 3.94 0.53 3.48 0.71 3.62 0.79 14.93 ***
外的他者意識 3.55 0.76 3.48 0.77 3.26 0.89 3.57 0.91 2.47
内的他者意識 3.91 0.73 3.86 0.80 3.45 0.73 3.63 0.77 7.20 ***
空想的他者意識 3.04 0.78 2.80 0.82 3.02 0.89 3.04 1.01 2.85

***p<.001

有意水準

Table 1　個人差要因の平均値と標準偏差
タイ人男子 タイ人女子 日本人男子 日本人女子

F値

 

β β β β
公的自意識 0.41 * 0.25 ***
私的自意識 0.32 *
外的他者意識 0.28 *
内的他者意識 0.28 *
空想的他者意識
決定係数 0.15 * 0.06 *** 0.19 *** 0.07 *

***p<.001 、 *p<.05

β β β β
公的自意識 0.36 * 0.32 ***
私的自意識
外的他者意識
内的他者意識 0.27 *
空想的他者意識 0.32 *
決定係数 0.11 * 0.10 *** 0.09 * 0.06 *

***p<.001 、 *p<.05

β β β β
公的自意識 0.42 ** 0.19 *
私的自意識
外的他者意識
内的他者意識
空想的他者意識 0.34 *
決定係数 0.16 ** 0.03 * 0.10 *

**p<.01 、 *p<.05

β β β β
公的自意識 0.30 ***
私的自意識 0.28 *
外的他者意識
内的他者意識
空想的他者意識 0.27 * 0.32 *
決定係数 0.06 * 0.09 *** 0.21 ***

***p<.001 、 *p<.05

Table 2　『スキンケア』を規定する個人差要因
タイ人男子 タイ人女子 日本人男子 日本人女子

Table 5　『フレグランス』を規定する個人差要因
タイ人男子 タイ人女子 日本人男子 日本人女子

Table 4　『クレンジング』を規定する個人差要因
タイ人男子 タイ人女子 日本人男子 日本人女子

Table 3　『メイクアップ』を規定する個人差要因
タイ人男子 タイ人女子 日本人男子 日本人女子
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日本人女子では内的他者意識が正に有意に選択さ

れた．『メイクアップ』の場合（Table 3），タイ人

男子とタイ人女子では公的自意識が正に，日本人

男子では空想的他者意識が正に，日本人女子では

内的他者意識が正に有意に選択された．『クレンジ

ング』の場合（Table 4），タイ人男子とタイ人女

子では公的自意識が正に，日本人男子は空想的他

者意識が正に有意に選択された．日本人女子では，

有意に選択された個人差要因はなかった．『フレグ

ランス』の場合（Table 5），タイ人女子では公的

自意識が正に，日本人男子では私的自意識と空想

的他者意識が正に有意に選択された．タイ人男子

と日本人女子では，有意に選択された個人差要因

はなかった． 
 
4．考  察 

4-1 個人差要因の差 

 自意識や他者意識の男女差や国籍差を検討した

ところ，公的自意識，外的他者意識，空想的他者

意識については，男女や国籍に関係なく同程度の

高さであることがわかった．しかしながら，私的

自意識については日本人よりもタイ人の方が男女

を問わず意識する程度が高く，内的他者意識では

タイ人男女は日本人男子よりも意識をする程度が

高かった．私的自意識と内的他者意識で，日本人

とタイ人で有意な差が認められた理由については

不明である．今後，詳細な知見の吟味が必要であ

る． 
 
4-2 化粧行動を規定する個人差要因 

 化粧行動を規定する個人差要因について検討を

おこなったところ，タイ人男子では，自分の外見

や他者に対する行動など外からみえる自己の側面

に対する注意を向ける意識が高い者ほど『スキン

ケア』『メイクアップ』『クレンジング』をおこな

っていることがわかった．また，タイ人女子も，

自分の外見や他者に対する行動など外からみえる

自己の側面に対する注意を向ける意識が高い者ほ

ど『スキンケア』『メイクアップ』『クレンジング』

『フレグランス』をおこなっていることがわかっ

た．化粧とは，ひとの身体を美化し，魅力を増し，

容貌を変える行動であるため，自己の外見に関す

る意識が影響したと推測される．しかしながら，

タイ人男子では，他者について考え，空想をめぐ

らせ，それを追いかける意識が高い者ほど『フレ

グランス』をおこなっていることがわかった．『フ

レグランス』は香りに関する化粧行動であり，『メ

イクアップ』のように色彩的で視覚的な化粧とは

異なり，目に見えない空間的な広がりをもつ嗅覚

的な化粧である．そのため，現前しない他者への

意識が『フレグランス』に影響したと推測される．

日本人男子では，自分の内面や気分など外からみ

えない自分の側面に注意を向ける意識と，他者の

化粧や服装などの外見にあらわれた特徴への注意

や関心の意識が高い者ほど『スキンケア』をおこ

なっていることがわかった．「唇の保湿」「顔の保

湿」などの項目が高く寄与する『スキンケア』は，

肌の手入れという自己に向かう化粧であるため，

自分の内面や気分など外からみえない自分の側面

に注意を向ける意識が日本人男子で影響したと推

測される．また，化粧はひとの身体を美化し，魅

力を増し，容貌を変える行動であるため，他者が

どのような化粧をしているのかという他者の外見

への意識の高さが影響したと推測される．さらに，

日本人男子では他者について考え，空想をめぐら

せ，それを追いかける意識が高い者ほど『メイク

アップ』『クレンジング』をおこなっていた．これ

は，これから会うであろう他者について考え，そ

の他者が自己をどのようにみるであろうかと空想

をめぐらせることが，『メイクアップ』『クレンジ

ング』に影響したと推測される．加えて，日本人

男子では自分の内面や気分など外からみえない自

分の側面に注意を向ける意識や他者について考え，

空想をめぐらせ，それを追いかける意識が高い者

ほど『フレグランス』をおこなうことがわかった．

空間的な広がりをもつ嗅覚的な化粧である『フレ

グランス』は目にみえない．そのため，自己の外

見ではなく内面や現前しない他者に対する意識の

高さが『フレグランス』に影響したと推測される．

日本人女子では，他者の気持ちや感情などの内面

情報を敏感にキャッチし理解しようとする意識や

関心が高い者ほど『スキンケア』『メイクアップ』

をおこなっていることがわかった．平松 1)  や平松・

牛田 11)  によれば，日本人女子は，多くの化粧行動

をおこなっている．すなわち，化粧をすることは

一般的であり，平松・牛田 11)  によれば化粧をする

ことの周囲からの期待は高い．そのため，化粧に

ついて，他者へのみせ方よりも他者からのみられ

方を意識していると考えられる．そのため，他者

の気持ちや感情などの内面情報を敏感にキャッチ

し理解しようとする意識や関心の高さが『スキン

ケア』『メイクアップ』に影響したと推測される． 
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５．まとめと今後の課題 

 本研究では，日本人とタイ人の男女の化粧行動

を規定する個人差要因について検討をおこなった．

その結果を要約すると，おおむねタイ人男女の化

粧行動は公的自意識が規定し，部分的ではあるも

のの空想的他者意識がタイ人男子の化粧行動を規

定していた．また，日本人男子の化粧行動は私的

自意識，外的他者意識，空想的他者意識が部分で

はあるが規定し，日本人女子の化粧行動は内的他

者意識が規定していた．すなわち，日本人とタイ

人における，おこなう化粧行動の程度の違いには，

化粧行動を規定する個人差要因の違いが関係して

いることがわかった． 
今後の課題として，知見の一般性を吟味するこ

と，個人差要因以外の要因がいかに化粧行動を規

定しているか検討することの必要がある． 
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